
　団塊世代等が職業や学習を通じて培った経験を活かして、教育分野で活躍

「教育サポーター制度」創設検討委員会の設置

学校・施設で高齢者等活用の実態調査
全国の教育サポーター制度の実態調査

教育サポーター制度のイメージ

 【背 景】
    ○ １９４７年から４９年生まれの「団塊の世代」は約６６９万人。２００７年から６０歳に達する。
　  ○ 働いている人の６割強が、定年後も何らかの形で働き続けたい（内閣府調査（１７年））
    ○ 社会のために役立ちたいと思っている人は約６割（内閣府調査（１８年２月））
　　○ 学習した経験を公的な機関が認証して、どの地域や団体でも通用するようにすることが
　　　　良いと考える人が約３割存在（内閣府調査（１７年５月））
　　○ 再チャレンジ可能な仕組みの構築（中間取りまとめ）」では、高齢者・団塊世代の再チャレンジ支援
        のための簡易な資格制度を創設・拡充し、高齢者・退職者の活躍の場を拡大するとしている。

団塊世代や高齢者が、経験を活かし、現役で活躍する機会が拡大

・子どもの工作教室の講師
・小学校の理科実験補助

・中高年の健康相談員
・図書館で健康のレファ
 レンスサービス補助

・博物館での外国語案内
・学校で英語授業を補助

１９年度予定額　３５百万円 （新規)

団 塊 世 代 等 社 会 参 加 促 進 の た め の 調 査 研 究
-  教 育 サ ポ ー タ ー 制 度 の 創 設 -

看護師

【
研
修

】

工業技術者 海外勤務経験者

　①地域活動デビュー手引書・事例集の作成
　②啓発ポスター・ちらしの作成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

広   報   啓   発

検討内容

　・ 個人の知識・技術や適性
     等の判断の基準・方法
　・ 現場が求める知識・技術
     の把握

　・ 共通講座のプログラム・
    分野別専門講座のプログ
     ラムの開発
　・ 誰もが参加しやすい研修
     方法（通信教育等の活
     用）
　・ 研修成果の評価基準・評
     価方法

　・ 制度の在り方

　・ 認証の基準・方法
　・ 登録内容
　・ マッチングの在り方
　・ 人材情報の提供方法

標準的な教育サポーター制度の構築

共通講座 【講義】
      　    　40時間程度
　・ 生涯学習の概念
　・ 地域の特性・現状
　・ 指導者の役割・在り方
                           　 など

外国語や海外文化に関
する高度な知識・能力

共通講座　　　　　　　　　　計80時間程度

＋専門講座 【講義・実習】

化学や物理、工学に関
する高度な知識・技術

健康、予防医療に関
する高度な知識・技術

認　証　・　登　録　・　情　報　提　供

知識・技術・適性等を判断の上、研修を受講

 ・指導計画の立て方
 ・学習ニーズの動向
 ・学校の教育方針
 ・安全管理  ・模擬講座

施設実習
　学　校・
 博物館等

成果の活用


